
２０２６年度新規 【東京会場】  

 

登録ＡＬＣ基幹技能者講習 修了試験 

問 題 
 

 

 

１． 試験時間：６０分 

２． 問 題 数：２５問（四者択一式：「最も不適当」なものを選ぶ） 

３． 注意事項 

(1) 試験開始の合図があるまで、この問題冊子はあけないでください。 

(2) 受講番号と氏名を解答用紙の所定の欄に正しく記入してください。記入がない場合や正しく

ない場合は不合格となることがあります。 

(3) 本冊子のページ数（問題記載ページ：１～８ ページ）と試験問題数（２５問）を確認してくださ

い。 

落丁、乱丁、印刷不鮮明な箇所などがあった場合には、黙って手を挙げてください。 

(4) 机の上に置くことができるものは、「受講票」、「黒の鉛筆又はシャープペンシル」、「消しゴ

ム」、「時計（携帯電話など、他の機能がないもの）」、「色鉛筆・マーカーなどの印を付けるた

めの筆記用具」です。 

(5) 電子式卓上計算機、携帯電話の計算機能、その他これと同等の機能を有するものは、使用で

きません。 

(6) 解答の方法は、次のとおりです。 

① 正解（最も不適当なもの）を選択肢１～４の中から１つだけ選び、黒の鉛筆又はシャープペ

ンシルで、解答用紙の解答欄に、その番号を記入してください。 

② 解答を訂正する場合は、消しゴムできれいに消した後、新しい番号を記入してください。 

(7) 試験中、質問などがあるときは、黙って手を挙げてください。ただし、試験問題の内容、漢字

の読み方などに関する質問にはお答えできません。 

(8) 試験開始３０分以降は、退室することができます。退室時は黙って手を挙げて試験監督者の

指示に従ってください。 

(9) 試験終了の合図があったら、筆記用具を置き、試験監督者の指示に従ってください。 

(10) この問題冊子は、持ち帰ることができます。なお、全会場の問題は全ての講習が終了した後

に、正解と共にＡＬＣ協会のウェブサイトで一定期間公開します。 

(11) 試験開始の合図で始めます。 

 

 

一般社団法人 ＡＬＣ協会 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問題１ 登録基幹技能者制度の意義と役割に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 建設工事では、ビジネスチャンスを図り、良質、外観で質の高い品質を確保することが重要で

ある。 

２． 建設現場では、直接生産活動に従事する技能労働者、とりわけその中核をなす職長等の果

たす役割が重要となる。 

３． 登録基幹技能者は、熟達した作業能力と豊富な知識を持っているものである。 

４． 登録基幹技能者は、現場をまとめ、効率的に作業を進めるためのマネジメント能力に優れた

技能者である。 

 

 

 

問題２ 登録基幹技能者の評価・活用に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 優良技能者認定制度には、上級職長手当制度がある。 

２． 優良技能者認定制度には、建設マスター制度がある。 

３． 優良技能者認定制度には、優良職長手当制度がある。 

４． 優良技能者認定制度には、マイスター制度がある。 

 

 

 

問題３ キャリアアップカードの活用に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 能力評価基準に合わせてカードが「４色」に色分けされる。 

２． 能力評価の要素として年収等の「給与および賞与の実績」がキャリアアップシステムに蓄積さ

れる。 

３． 能力評価の要素として「保有資格」等がキャリアアップシステムに登録される。 

４． 能力評価の要素として職種に応じた「知識」や「技能」等が見える化される。 

 

 

 

問題４ 登録基幹技能者に求められる能力に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 他の職長・登録基幹技能者との調整能力。 

２． 未熟練な作業者から一般の作業者までをレベルアップさせるOJT教育を行う能力。 

３． 未成年の作業者を統率する能力。 

４． 専門的な作業能力はもちろん、企画・マネジメント・教育指導など幅広い分野における多彩

な能力。 
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問題５ 登録基幹技能者としてのコンプライアンスに関して、最も不適当なものはどれか。 

１． コンプライアンスは、食生活の向上により建設現場で働く技能者の健康の増進を図ることがで

きる極めて重要な社会的責任である。 

２． 企業は、社内規則やマニュアルにも従って事業または仕事を行うことが基本である。 

３． 企業の社会的責任を果たしているか、社会的要請に応えられているかという観点が重要であ

る。 

４． プロジェクトチームのリーダーとしての役割を担う登録基幹技能者は、高い倫理観と法令遵守

の姿勢が求められる。 

 

 

 

問題６ 下に示すネットワーク工程表に関する次の記述に関して、最も不適当なものはどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． Ｂ作業、E作業及びH作業は、並行して行うことができる。 

２． E作業のフリーフロート（FF）は３日である。 

３． この工事全体は、最短２８日で終了する。 

４． この工事のクリティカルパス（CP）はC→F→G→Iである。 
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問題７ 工程計画において、労務量の平準化を行う目的で労務の配分を示した山積図および山崩

図に関して、最も不適当なものはどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山積図                             山崩図 

 

１． 山積図の最小人数と最大人数の差が７人であり、平準化されている。 

２． 山崩図の最小人数と最大人数の差が２人であり、平準化されている。 

３． 山崩図の最小人数は５人であり、最大人数は７人である。 

４． 山積図の最小人数は２人であり、最大人数は９人である。 

 

 

 

問題８ わが国の建設業における労働災害の現状に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． わが国における建設業の労働災害発生件数をみると、長期的には大幅に減少している。 

２． 毎年５００人前後の死亡災害が発生しており、今後も労働災害防止のためのさらなる活動を

継続していかなければならない。 

３． 平成１２年と比較してみても、その年の死亡者数７３１人と比べ、令和２年の死亡者数は６４．

７％減少した。 

４． 今から半世紀前の昭和４５年には死亡者数は２,４３０人であったが、令和２年には２５８人と、

この半世紀で９割近くも減少した。 
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問題９ 新しい技術に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． トータルステーションは、多くの工事現場において用いられる３次元測距儀で、トータルステ

ーション本体からレーザー光線を飛ばし距離を計測する機器である。 

２． ドローンによる３次元レーザースキャナ測量技術は、三脚上に製図用の平板を水平にすえつ

け、磁石で方位を一定に保ち、アリダード（測斜儀）で目標点を見通し、平板上に作図するも

のである。 

３． 地上型３次元レーザースキャナは、トータルステーションと同様にレーザー光により距離を計

測する光波測距儀であり、機械から周囲にレーザーを連続的に照射することにより、周辺環

境の３次元形状を高速で取得することが出来る機器である。 

４． GNSS 測量では、緯度、経度、地球楕円体高の３情報が取得でき、これら３つの座標で位置

を示すことを地理座標系と呼ぶ。 

 

 

 

問題１０ ＰＤＣＡサイクルに関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 適切に施工管理を行うためには、計画（Plan)、実施（Do)、検討（Check）、処置（Action)の４段

階のサイクルを繰り返し実行することが基本となる。 

２． 第４段階（Action)において是正処置のみでは対応できない場合は、第１段階（Plan)の計画そ

のものを修正する。 

３． Plan → Do → Check → Action を繰り返しながら作業を進めていくことを「ＰＤＣＡの輪を回

す」という。 

４． 施工管理の良し悪しは、施工管理に関係する現場管理者及び登録基幹技能者の総合的な

知識や経験などに大きく左右されるため、登録基幹技能者は常日頃から様々な機会を利用

して技術や知識の習得と経験の蓄積に努めなければならない。 

 

 

 

問題１１ 作業手順書作成の目的に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 作業手順書は、作業の中で発生するムリ・ムラ・ムダを取り除き、「安全に、早く、安く、出来栄

え良く、かつ能率良く仕上げる」ための最も理想的な作業手順と急所によって組み立てられ

る。 

２． 作業手順書は誰がやっても「基準通り」に同じ結果が得られるものである。 

３． 作業手順書は、未熟練作業員だけでなく、新入社員にも仕事を「安全で、正確に、早く」教え

るために必要である。 

４． 作業手順書は、仕事をよく知らない未熟練作業員が中心となって作成する。 

 

 

 

問題１２ 実行予算に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 実行予算は、各種の具体的な施工計画を立て、その工事を実行するのに必要な費用をでき

るだけ精密に予測・算出したものである。 

２． 実行予算は、作業所長などその工事現場を担当する責任者が入って作成する。 

３． 実行予算は、施工計画と一体となって施工計画で安全や品質を確保した上で、効率化出来

ればコストアップにつながる。 

４． 実行予算は、発注する枠組みで作成し、工種や工程ごと、作業ごとに抽出・分類し、発注先

ごとにまとめる。 
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問題１３ 専門工事業者の予算実績管理に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 原価管理では、まずは元請対応が重要であり契約した工事がスムーズに行くように先を見通

して元請と打合せする。 

２． 他の外注業者との調整も必要になり、これらの調整がうまくいかず、作業が滞ったり手戻りと

なったりすれば、余計な人工がかかって原価を圧迫してしまうことになる。 

３． 元請と随時の打合せを怠らないよう注意し、追加については最終的にまとめて打合せすると

よい。 

４． 毎日の作業日報で契約内と契約外工事を明確にしておくとともに、毎週あるいは毎月とりまと

めて元請に提出することが必要である。 

 

 

 

問題１４ 作業標準書による施工品質の確保・向上に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 登録基幹技能者は、作業標準書を熟知して、自身の作業のモチベーションの向上を図る。 

２． 標準化した作業内容を文章化したものが、「作業標準書」である。 

３． 建設現場の作業は、多くの技能者の個々の熟練や経験によって成り立っているが、施工品

質を確保し、向上させるためには、可能な範囲で作業の標準化を図ることが必要である。 

４． 未熟練者や新規入場者に対しては、作業標準書に基づいた場当たり的にならない指導や指

示が求められる。 

 

 

 

問題１５ 総合的品質管理の必要性に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 専門業者にも取引する再下請け先や材料供給業者と一体の品質管理活動が求められる。 

２． 企業全体の参加、協力、統制による品質管理活動を総合的品質管理（TQC）と呼ぶ。 

３． 日本の高品質の源は、トップダウンであり、総合工事業者や専門工事業者による地道な品質

管理活動が効果を奏している。 

４． 近年はトップマネジャーのリーダーシップにより組織が一丸となって顧客満足度の向上を目

指すTQMが普及している。 
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問題１６ ＱＣ７つ道具に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 散布図 

            
２． チェックシート 

          
３． パレート図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． ヒストグラム 
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問題１７ 建設業法令遵守ガイドラインに関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 「建設業法令遵守ガイドライン」は、元請下請間の関係に関してどのような行為が建設業法に

違反するかを具体的に示しており、法律については発注者・元請がそれぞれ十分理解するこ

とでしか解決できない。 

２． 赤伝処理による一方的な差し引きなど、下請負人へのしわ寄せによって技能労働者への適

正な賃金水準が確保できず、建設業が持続的な発展を遂げる阻害要因となっている。 

３． 建設業の担い手を確保するために、処遇改善などを通じて建設業への若年層の入職者を促

進することが必要であり、政府一体となって元請下請間の取引適正化に取り組んでいる。 

４． 「建設業法令遵守ガイドライン」は、元請負人と下請負人との対等な関係の構築及び公正か

つ透明な取引の実現を図ることを目的としている。 

 

 

 

問題１８ ALCパネル工事に関する用語とその説明に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． パネル：ＪＩＳ Ａ ５４１６に規定する厚さ５０mm以上の厚形パネル。 

２． 定規アングル：壁用パネルの取付け位置を調整するため、梁及び柱などに設ける下地鋼材。 

３． 伸縮目地：地震時などの躯体変形時にパネルが損傷を受けないように、パネル間やパネルと

他部材との間などに隙間を設けた目地。 

４． ロッキング：パネルが１枚ごとに面内方向に微小回転し、躯体の層間変形に対して追従する

機構。 

 

 

 

問題１９ ALCパネルの耐荷重性能に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． ALCパネルの強度は設計荷重に対して安全となるよう配筋設計されている。 

２． 外壁用ALCパネルは風荷重に対して安全であるように設計されている。 

３． 床用ALCパネルは鉛直下向きに作用する荷重に対して安全であるように設計されている。 

４． 屋根用ALCパネルに作用する風荷重は、一般的に負圧として鉛直下向きである。 

 

 

 

問題２０ 横壁アンカー構法で使用する金物に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 自重受け金物 

２． イナズマプレートR 

３． ボルト 

４． メジプレート 

 

 

 

問題２１ ALCパネルの長辺側面における加工形状に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 外壁用及び間仕切壁用ALCパネルにおいては、その用いられ方により加工形状が異なる。 

２． 外壁用ALCパネルでは外側となる面にシーリング材充填用の溝加工がある。 

３． 敷設筋(ふせつきん)構法における床用ALCパネルの上面には、セメントモルタル充填用の 

溝加工がある。 

４． 間仕切壁用ALCパネルの長辺側面には、セメントモルタル充填用の溝加工がある。 
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問題２２ ALCパネル工事の施工図の作成に際し、施工者が確認すべき項目に関して、最も不適当

なものはどれか。 

１． 施工図が所定の納まりであること。 

２． 現場切断・端材の発生が少ない割り付けであること。 

３． 搬入計画にゆとりがあること。 

４． 現場条件に適した取付け方法であること。 

 

 

 

問題２３ ALCパネル工事の施工に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 伸縮目地に充填する耐火目地材は、幅４０mmのものを用いる。 

２． 補修用モルタルは、練り混ぜ後３０分程度で使い切るよう、必要量ごとに練り混ぜて使用す

る。 

３． ALCパネルを補修する場合は、補修部分にあらかじめシーラーを塗布する。 

４． ALCパネル工事完了後、パネルを素地のままで放置しないよう、必要に応じて養生を行う。 

 

 

 

問題２４ ALCパネルの受入検査に関して、最も不適当なものはどれか。 

１． 元請け業者は、専門工事業者とともにALCパネルの種類・寸法・枚数を確認した。また、外観

についても異常がないことを確認した。 

２． 元請け業者は、ALCパネル及び下地鋼材などの搬入される材料について、特記仕様書・施

工計画書および施工図に適合していることを、目視、納品書などにより確認した。 

３． ALCパネル受入検査時に納品書と違うパネルを発見したため、監理者に報告した。 

４． ALCパネル受入時に角部の欠けがパネル長さ方向に１００mm、パネル幅方向に１００mmであ

ったため、補修して使用することとした。 

 

 

 

問題２５ ALCパネル工事に関して、設計者が必ず内容を定めなければならない特記事項として、 

最も不適当なものはどれか。 

１． 外壁用ALCパネルの耐荷重性能。 

２． 外壁用ALCパネルの取付け構法の種類。 

３． ALCパネルの種類。 

４． 取付け金物の種類。 
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